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初任給・若年者賃金の抜本的改善を
民間との較差を反映した賃金改善を！引下げ前の給料表水準以上の改善を！
「全国トップクラス」は幹部の処遇！真面目にコツコツ働いている職員を適正に評価せよ！
「総合的見直し」による引下げを取り戻す闘い

　人事院は8月6日、国家公務員給与と民間給与との較差0.36％（1,469円）を埋めるために給料表の引上げと地域手当の支給割合の引上げ、一時金の0.1月分の引上げを主な内容とする勧告を行いました。

　この民間給与との較差は、国家公務員の現給保障額との較差であり、民間給与（全国平均）は「給与の総合的見直し」によって引き下げられた4月以降の給料表水準を上回ったものと言えます。
　したがって今期は、「給与の総合的見直し」によって本年4月に引き下げられた給料表からの脱却と賃金改善をめざして取組みを進めます。

神奈川の実態に即した県人事委員会勧告を
　昨年の県人事委員会勧告は、国とは高齢層の分布が異なる神奈川の実情を一定反映して、給料表の全ての号給を一律1,700円引き上げました。

　しかし、「給与の総合的見直し」については人事院に追随し、民間賃金の高い神奈川の実態を無視して、根拠のない給料表の引下げを勧告しました。

　一方、2015春闘での県労連による県人事委員会への申入れの席上、県人事委員会事務局長はこれまでにない前向きな姿勢を示しています。

これは自治労県職共闘や県労連の取組みを反映したものといえます。
　今後、自治労に結集する関東甲信越静の11都県職労とともに、9月4日に開催される関東甲信越静人事委員会事務局長会議において申入れを行います。

　また、県労連としても、神奈川の実態に即した勧告を行うよう人事委員会に対する取組みを強化します。

初任給・若年層の賃金制度の抜本的見直しを
　昨年の県人事委員会報告によると、神奈川県内の民間企業の初任給は201,135円で、神奈川県の大卒初任給198,880円を2,255円上回っています。

　この間、高齢層は民間並に引き下げ、初任給・若年層賃金を民間以下に据え置く傾向ですが、これは生涯にわたり賃金カーブを押し下げ、現在の若年層職員や今後県に就職する若者たちの生涯賃金を大幅に引き下げる以外の何ものでもありません。

　さらに「給与の総合的見直し」によって、地域手当は東京23区で20％、横浜市域、川崎市域は16％に引き上げられました。一方、神奈川県の地域手は現行10％（上限13％）です。ベースの賃金が同じ水準であれば、初任給は大きな格差となります。

現状でも横浜市や川崎市よりも低いことは県議会でも明らかにされています。
これまで以上に格差が広がることは、人材確保の面からも深刻な問題です。

　初任給制度の抜本的見直し、若年者賃金の大幅改善を強く求めていきます。

トップクラスは幹部比率！昇任昇格の改善を
　この間当局は交渉で、「行政職１表5級以上の占める割合が全国トップクラスで、これ以上の昇任昇格改善は難しい」と主張しています。

しかし、直近のデータである2014年4月1日付の総務省の調査によれば、5級の占める割合は全国で16位（2013年は13位）と決して高くありません。一方、7級以上の占める割合は全国で3位です。
つまり、「トップクラス」は幹部層であり、一般職員を「お手盛り人事」の隠れ蓑に使っているのです。

　55歳時点での行政職１給料表5級到達が年々低下していることを踏まえ、昇任昇格の改善を求めます。
臨任・非常勤職員の賃金水準の改善

　昨年の4月から、臨時的任用職員の賃金の上限が改善され、地域手当を含めると約14,000円引き上げられました。
　これまで、非常勤職員の報酬単価は基本的に臨時的任用職員の賃金と均衡しており、今年度は非常勤職員の報酬区分の改善や単価の引上げに全力を挙げます。

県関係団体職員の賃金改善

　独立行政法人や第三セクターの組合と連携し、県職員同様の賃金改善を求めていきます。

また、県予算の抑制により、人件費にしわ寄せが行かないよう、主管部局への取組みを進めます。

調整額・特殊勤務手当

　調整額・特殊勤務手当については、十分な調査、交渉を求めます。

　一方的な見直しは許さず、新たな措置についても検討させます。

人事評価制度

　当局は「行革大綱」で、人事評価について「成果を評価」「加点手法」に言及していますが、具体的なものは不明です。

　組合に何の情報提供もなくぶち上げた「社長賞」的なものはともかく、人事評価制度を見直すということであれば、県労連で議論を積み上げていきます。

　今後どのような制度になっても「いたずらに差をつけるものではない」「地道に努力している職員を評価」とする現行制度の基本は、厳守するよう求めます。

☆☆☆組合員の投稿編☆☆☆

歩数計全員参加！？

知事は8月19日の政策会議で、歩数計について「前から何度も言っているが、歩数計を配り、ＣＨＯ構想を神奈川県からやっていこうとしているが、全然登録者数が増えない。私自身も登録しているが、昨日までに1,800人くらいしか登録していない。全員が参加する方策をしっかりと考えてもらいたい。3か月後には100％を目指したい。」と発言されたそうです。
しかし、「1,800人くらいしか登録していない」ということは、歩数計の必要性について、最大でも「1,800人くらい」にしか、理解されていないということではないでしょうか。

必要性は各自で理解すべきことでしょうか。職員だから当然登録すべきことでしょうか。
「なぜ理解されていないか」、「どうすれば理解してもらえるか」を考え、わかりやすく、粘り強く、その必要性を訴え、少しずつでも理解していただく姿勢が、「役人魂」なのではないでしょうか。これは当然、県民に対する姿勢にもつながります。

そもそも、歩数計は健康管理の一つの手法にすぎません。健康管理手法は、人それぞれであっていいはずです。

「みんなでやろう」という呼びかけと、トップダウンで「全員参加」「100％を目指す」ということは、似て非なるもので、何か全体主義的な臭いがします。
　まさか、とは思いますが、知事の発言を受けて、当局は職員に登録を強制するようなことだけは避けていただきたいと思います。それこそ、知事が批判する「役人体質」そのものですから。

自治労神奈川県本部衛生医療評議会

保健部会学習

認知症家族会のとりくみ

講師：石毛　久子　さん

「認知症」は「ものわすれ」だけではありません。「手足のふるえ」や「筋肉のこわばり」も症状のひとつです。認知症は、高齢者に多い病気であるため、ときには介護が必要になります。

認知症の症状もよくわからない、どう介護したらよいのかわからないなど、疑問や不安は皆さんも持っていると思います。認知症の家族を介護した経験談を聞きながら、認知症についての理解を深めていきましょう。

日時：９月５日（土）１０時～１２時

（受付開始９時３０分）
会場：藤沢ミナパーク　５階　５０３

ＪＲ「藤沢駅」から徒歩３分

小田急「藤沢駅」から徒歩４分

参加費：無料　　☆託児室あり
※　参加希望者は自治労県職労組合事務局まで
みんなで止めよう！

安保法案

かながわ緊急大集会

日　時：９月６日（日）　１５時～　（パレード開始１６時）

場　所：反町公園／東急東横線「反町駅」または

ＪＲ京浜東北線「東神奈川駅」徒歩７分

主催：横浜弁護士会

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































